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所 報

。第9回参与会の開催

去る10月 18 （火） llll!j:7'；、ら当研究所において錦9回

参与会を開催した。参与会~t，ぬ重信（外務事務次官），
今井苔術（j凶，m産業事務次官），大助，F；.ム（続済企図~Jt務次
官〉，持，，越禎三〈経団辿;iJnb局長〉，松本重治Cl必際文化会

館理事〕，笠信太郎（』別日新聞論説主将〉，削山政ill，川

ff盟［ff（京大教J受〉，木内日胤（世界経済調査会盟事長〉の

各参与，小林会長，東却i所長，渋沢，田島岡理事／1:1席の

もとに， 「l昭和39年度予n:についてJ, 「長jりIH闘につい

てJ，「アジア経怖の長JVWHa作諜についてく中間報告）」

について報告・説明を行なった。

。「アジア貿易の現状と将来jゼミナーJI,日程表 （会場 当研究所ロピー〉

＼収分i 司会・迦 Pl ・所出・講師名
日 II年＼、～！

｜ （司会〕 アクア経柄研究所調査研究部長 1高木武術
10月281:I（月）｜

I I アヅアfl必の地位と特質 問国学院大学教佼

後3.00～5.叩｜ TI f:1A述貿易／J日発会i混とアジア到易 経済企画庁抗劫為州以

fr 山 j[世ニ

瓜越普通

（可会）アジア経済研究所助1[;J分析3i長 嶋川 勝

附 29FI(1() l n； 第 i次産111?1fe易の国際環庇 ゐ長手器禁撃護m専門調査員 n;c 党 夫

｜司 上 IIV アジアの工業化と；似合関係 !fl稲聞大学助教峰 山 i湖底久男

（司会） アジア経済研究所調査業務部長 問川次郎lOJj :,o日（水） i 
: V アジア貿易安定のJlt臨採 決林特番ih官

同 上！日事情・印簡の経済活動 成l広大学教段

長谷川普彦

JJ-J [If i立作

附川（木）｜（司会）アジア従前附所専門調査貝 原 党天

I VII アジアの経済発展と輸u:iiff 1'i?1の構造変化 日本 ECAFE調査部長 製本 w、

｜司ー そ）__ ＿！＿三竺竺！れ竺；塑~~三.笠！！！些··－－· －－－，－~：刊号令出i内
i （叶会） アジア経済研究所管副部長 j峰崎信コド

功力自 久前Ii

11月1S ｛金）！
｜江東市アジア経済統合の可能性 店応義拙大学教峰 山水 量

河 上 I X アジア釘易の将米 経済企問庁経前研究所長 古航 情

。アジア経済研究所「関西ゼミナールi実施計画（案〉

一一当研究所の海外旅泣員ならびに現地問査の報告命中心として一一

〔住：（海）は海外派泣fl, Wl） は™地出l?i品〕 却. 10. 5 

---~- ,・;:;:-;;.- l紛 IJt: 悦｜ 司会と M 地・排自Ii
＼｜（場所）｜

同 5B （火〕｜京都大学！ I tj:r凶における最近の再生白論争 調査研究部小品開逸（海）

後1.00～5.oo: l rr インドにおけるピジネス・コ Eュニティの訪問］足j 11 ,11 l二l博一（海）

京 郎！ （同 上）｜阻アラブ述合の経済政策 n 林 武細

川 6日体） I大阪経済制京会： I 第 2 次 5 ヵ年~l踊JU］における ~l:r闘の似生服調査研究部 H1 上悦三（海）
LOO～5.00・ 耳インドにおける混合経慌の！？写却佃i ；長jリl成長室町市l 界（海｝

大 阪 ;l大｜授商工会議所） JII パキスタン卸 3次 5 カ年計四の概~ II 相IiR !I健一（海）

11月7日（木） i ! I アソリカの経済／J日発 制査研究部肱 Hf弘二（現〉

1.00～s.oo I周 上百イラク耶命と中東伯劫 JI 松村山二郎（海）

大 阪｜ Imマレーシア辿邦成立の経済的な議 長期成長室米国公丸（海）

川 8Fl （金）｜伊11 戸大学 I1 ラテン・アメリ刀経済発展の諸条件
1.00～5.oo I 

間査研究部大原長時（現）

ゴ！！ 戸 l（同 上）.i H アラブ社会主義と協同組合 総務！部 l間三益（海）

l Zラ
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主な人事誕ll'!l'li：次のとおり発令された。
理事 回島秀夫

助向分析室長事務取訟を解く
長期成長調査室長 古川 稔

総務部次長雑務を解く
総務部参＊兼務を命ずる

出！TI l蹄
動向分析室長を命ずる
総務部秘白謀長 恨 i宇宙二郎

総務部次長を命ずる
総務部路計課長兼務を命ずる

以上Ill伺138玉（.UO月l目付

。「アジア経済の長期展望計画」作業進捗状況

〔総合議員会〕

1. 委品会のIJHflll
(1) t(J 2問委員会（9月17日〉

中間報告案について各誘員長より作業経過報
告，報告の観要，残された問題点等の報告がなさ
れ，各報告裂が承認された。

〔闘整委員会〕

1. 委員会の開催
(1) 制整費負会 01YJ 2日）

各番目会より蛇IHされ中間報告案の検討および
訓盤を行なった。

(2）小委員会〈委員長巡高検議） (9月16日〉
中間報告案の最終的検討を行なった。

(3｝小昼員会（委員長辿絡会議〉 (9月2！日）
中間報告の問題点の集約，および今後の研究計

聞か打ち合わせた。

〔総体子~［I）要員会〕
1. 委員会の1Hrn11

(1）第28回委員会（ 9月訪円）
中間報告以後の研究の進め方な検討。

（：：！）貿易小委員会（ 9月2G日〉
輸出の推計仙および附山知の別途推計方法につ

いて検討。
2. :・H務局の作染状況

(1) 同別産業部門別の予測。
{2) 同~.ll ・品目別柿出器（輸入地域別， u.s.s. R.東

欧共産閤， Oceania，ラテン・アメリカ，アフリカ，
中近京，中共〉作成。

3. 今後の予定
(1）海外よりの経済援助却を合む凶際収支fEilよりの
制約を加味した経済成長市のシミュレーシ百ン分
析。

(2) 貿易を多部門に分割した成長モテソレの研究。
(3) 経済稲部門にii.：.皮肉数をj通用す・る方法の投討。
(.I) 成長予測の明定他の再検討。
（の貿易マトリックスの作成，輸入係数の計測o

C£陸梁要員会〕
1. 議員会のi刑他

(l）鰐23回委員会（9月16日〉
中間報告，最終案を検討。

(2）釣24回委員会（ 9月20日）
需要予測の方法論について検討。

(3）第25閣安員会（9月26日〉
精製i工業会調査課長平野哲郎氏を納師として

招き，砂掛り予測他検討。
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2. 事務局の作業状況
(1) 油ll旨｝Ji（料およびジュー卜の生産予測値の釘．出，
検討。

(2）需要予測値の整理および検討。
3. 今後の子定

(1) 泊脂原料およびジュートの生産予測位の決定。
c2> m袈予ftlll方法の椛定。

〔工梁委員会：
1. 委員会のIHHtll
(l｝第12田委員会（9月30日〉

議題 「工業委員会中間報告（案）Jの審議
事務局より，展望号I・回全般の進捗状況および商

品別i月四予測結果について報告を行なった。各商
品担当の委民より補足説明があり，全員中間報告
守政認した。なお，今後の作梁スケ 少.，，＿－）レは，
各耐品担当の委只と伺々に打ち合わせて決定する
ことにした。

(2）事務局の作業状況
下記の部内資料を作成。

(1）「アジア諸国工扱構成比一覧」（工議委貝会
No.15一迫補）択一）

(2) 「京Itiアジア新聞の肥料工梁における現有お
よび号｜・凶設備」 c~J:i間報告出付属資料〉

2. 今後の予定
(l} 中間報告における消1日と生産展盟他のl吟！取と改

，守・P

で3。
(2) 生産予測方法のl吟味。

〔資源要員会JC 9月中〉
1. 委員会の附Hll

林委Hが，海外電力調査会，石illl鉱業辿出l，八幡
製鉄（株），住友商事（株），三井金服鉱業（株），およ
び日本部発ilh（株）の各委員を歴訪し，中IHJ報告に｜却
する総合委員会の審議経過を報告するとともに，故
終報告の作成に闘する打ち合わせを行なった。
I位終報告の祝査品目ならびに分担はっきPのとお

り。
(1）批・鉱石 八幡製鉄 （掠）
。）ス ズ 三井金属鉱業（株）
(3）制
(4）ボーキサイト 住友商事（梓）
(5）駅 前h 石油鉱業辿盟
(G) 'i包 力 海外電力調査会
(7）石 ilh製品 日本揮発油（株）

2. 委員の依漏
(1) ボーキサイト担当として，住友商事（株），東京

妥1;3.1.:金服部軽金属課をわずらわすこととなり， 10
月1日付をもって同社京京非鉄金服部長，太田邦
夫氏を委.CHこ依掘した。

(2｝石油製品担当の日本部発油（株）につき，これま
での委員同社総務部開発課係長仙波党氏に代え，
10月 1日付をもって周社IJ/l発課長加j臨房之助民に
香員を依現時した。

(:~) 専門委員佐川正雄氏は，パンコック駐在のため
9月30日付をもって委員を解任した。

これにより，委員総数は15名となる。

。動向分析室の出版物

カレント・レポート No.5.浅野辛抱，『マレ｝シア

と「対決JずるインドネシアJ
クロノロツー No.1.今川瑛一，『ネ・ウィン政権の
1 if.：.』


